
森
林
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を

推
進
し
よ
う 

         

 

１
．
は
じ
め
に 

麻
生
総
理
は
、
六
月
十
日
、
二
○
二
○
年
ま
で

の
日
本
の
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
の
中
期
目
標

を
「
２
０
０
５
年
比
で
１
５
％
減
」
と
す
る
方
針

を
決
め
、
発
表
し
た
。
京
都
議
定
書
の
１
９
９
０

年
の
基
準
年
と
比
較
す
る
と
８
％
減
と
な
る
。
こ

の
削
減
目
標
値
は
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

量
や
外
国
か
ら
の
排
出
権
の
購
入
量
は
含
ま
れ

て
い
な
い
「
真
水
」
の
目
標
値
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
目
標
値
は
、
１
２
月
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開

か
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５
で
す
ん
な
り
決
ま
る
と
は

思
え
な
い
。 

 

中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
①
太
陽
光

発
電
を
現
状
の
２
０
倍
に
増
や
す
。
②
新
車
販
売

の
半
数
を
エ
コ
カ
ー
に
す
る
。
③
新
築
家
屋
の
８

割
を
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
さ
せ
る
等
の

国
内
対
策
が
必
須
条
件
で
あ
り
、
確
実
に
実
施
さ

れ
て
は
じ
め
て
可
能
な
目
標
値
で
あ
る
。 

 

２
．
温
暖
化
ガ
ス
吸
収
源
と
し
て
の
森
林

の
活
用 

 

２
０
０
１
年
に
京
都
議
定
書
の
細
部
取
り
決

め
が
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
行
わ
れ
、
各
国

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
上
限
値
が
決
め

ら
れ
た
。
日
本
の
上
限
値
は
、
１
３
０
０
万
炭
素

ト
ン
で
基
準
年
１
９
９
０
年
の
削
減
量
の
３
．

９
％
あ
り
、
日
本
全
体
の
６
５
％
を
森
林
の
吸
収

量
で
賄
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
政
府
は
「
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計

画
」
を
閣
議
決
定
し
、
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
を

推
進
し
、
「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。
国
際
的
に

二
酸
化
炭
素
吸
収
林
と
し
て
認
め
ら
れ
る
森
林

管
理
に
努
力
し
て
き
た
。 

日
本
は
、
国
土
の
約
７
割
が
森
林
で
あ
り
、
世

界
有
数
の
森
林
国
で
あ
る
。
こ
の
森
林
を
活
用
し

て
温
暖
化
ガ
ス
の
吸
収
・
貯
留
能
力
の
向
上
を
図

り
、
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
に
カ
ウ
ン
ト
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
森
林
の
持
つ
地
球

温
暖
化
に
対
す
る
貢
献
が
明
確
に
な
る
。 

し
か
し
、
日
本
の
森
林
は
、
木
材
価
格
の
低
迷

と
、
山
村
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
荒
廃
し
て
い
る
た

め
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ(

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル)

の
認
め
る
吸
収
林
と
し
て
の
要
件
を
備
え

て
い
な
い
。
森
林
が
二
酸
化
炭
素
吸
収
林
と
し
て

認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
「
適
切
な
森
林
経
営
が
行

わ
れ
て
い
る
森
林
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
間
伐
・
除
伐
、
下
刈
り
等
の
管
理

が
必
要
条
件
で
あ
る
。 

 

山
村
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
若
い
働
き
手
が
少

な
い
。
山
村
に
若
者
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
は
、

若
者
に
と
っ
て
働
き
甲
斐
の
あ
る
林
業
で
あ
り
、

魅
力
あ
る
山
村
社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
林
業
が
単
な
る
木
材
生
産
業

と
し
て
の
役
割
か
ら
脱
却
し
、
森
林
の
多
面
的
機

能
を
活
用
し
た
林
業
経
営
を
行
う
と
共
に
、
森
林

の
持
つ
二
酸
化
炭
素
吸
収
・
貯
留
量
を
オ
フ
セ
ッ

ト
取
引
に
よ
る
収
入
増
加
と
、
経
営
の
安
定
化
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

３
．
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
た
め
の
吸

収
量
の
計
測 

吉
澤 

光
三 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日

本
樹
木
育
成
研
究
会

理
事
長 

工
学
博
士
）

 



 

省
エ
ネ
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
法
に
基
づ
く
指

定
工
場
や
病
院
、
ホ
テ
ル
、
事
業
所
等
の
使
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
い
よ
い
よ
規
制
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
規
制
量
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
場
合
は
、

何
ら
か
の
省
エ
ネ
対
策
を
行
う
か
、
外
部
か
ら
購

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
今
後
、

二
酸
化
炭
素
排
出
権
の
取
引
が
盛
ん
に
な
り
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
も
成
熟
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

日
本
企
業
が
省
エ
ネ
目
標
の
達
成
が
困
難
に

な
り
、
外
国
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
排
出
権
を
購
入

し
て
い
る
。
特
に
、
外
国
森
林
の
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
・
貯
留
量
の
購
入
は
、
我
々
森
林
に
関
係
す

る
者
に
と
っ
て
は
抵
抗
を
感
じ
る
。
外
国
の
森
林

の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
貯
留
量
を
購
入
す
る
前

に
日
本
の
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
能
力
を
向

上
さ
せ
、
日
本
の
森
林
か
ら
購
入
す
べ
き
と
考
え

る
。 

４
．
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
計
測
の
た
め
の

専
門
家
養
成 

 

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
場
合
、
購
入
者
の
信

頼
を
得
る
た
め
に
、
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
二
酸
化
炭

素
の
量
を
正
確
に
計
測
す
る
必
要
が
あ
る
。
幸
い
、

日
本
の
森
林
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
森
林
施
業
計

画
が
あ
り
、
森
林
簿
、
施
業
図
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
森
林
簿
や
施
業
図
を
活
用
し
て
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
量
を
正
確
に
計
測
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
現
在
、
林
業
に
関
す
る
行
政
、
森
林
組
合

等
に
は
適
切
に
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
貯
留
量
を

計
測
出
来
る
専
門
家
は
少
な
い
。 

ま
た
、
日
本
に
は
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

よ
う
な
資
格
制
度
が
な
い
。
日
本
の
森
林
が
今
後
、

国
際
社
会
で
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
・
貯
留
機

能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
こ
と
の
認
識
を
得

る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
い
う
「
適
切
な
森
林

経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
」
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
森
林
管
理
の
専
門
家
の

養
成
が
重
要
で
あ
る
。 

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
需
要
の
高
ま
り
の
中

で
、
森
林
の
持
つ
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
貯
留
能

力
を
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
し
て
活
用
す
る

た
め
に
は
、
森
林
管
理
の
専
門
家
が
不
可
欠
と
考

え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
樹
木
育
成
研
究
会
で
は
、 

森
林
管
理
士
の
養
成
を
開
始
し
た
。 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
「
適
切
な
森
林
経
営
」
に
よ
っ
て

森
林
の
持
つ
二
酸
化
炭
素
吸
収
能
力
の
向
上
を

図
り
、
国
内
企
業
に
対
し
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

の
対
象
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。 

 

森
林
管
理
士
の
養
成
は
、
今
年
が
３
期
目
で
、

既
に
２
期
生
約
９
０
名
の
森
林
管
理
士
が
誕
生

し
、
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。 

森
林
管
理
士
の
主
な
活
動
内
容
は
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
等
に
対
す
る
除
伐
・
間
伐
等
の
理
論
、

実
技
指
導
、
森
林
を
活
用
し
た
環
境
教
育
、
国
内

産
材
を
利
用
し
た
在
来
工
法
に
よ
る
建
築
物
の

二
酸
化
炭
素
貯
留
量
の
計
測
、
街
路
樹
等
の
二
酸

化
炭
素
吸
収
・
貯
留
量
の
計
測
、
森
林
の
二
酸
化

炭
素
吸
収
・
貯
留
量
の
計
測
、
セ
ラ
ピ
ー
森
林
の

管
理
等
に
参
画
・
従
事
し
て
い
る
。 

 



今
年
も
十
一
月
に
養
成
講
座
の
開
講
を
予
定

し
て
お
り
、
講
師
と
し
て
大
学
教
授
、
森
林
総
合 

研
究
所
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
、
栃
木
県
森
林

組
合
連
合
会
、
森
林
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
を
予
定
し
て
い
る
。
今
年
も
よ
り
多

く
の
方
々
の
受
講
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
で
他
の
業
界
に
遅
れ

を
取
ら
な
い
よ
う
早
急
に
専
門
家
を
養
成
す
る  

 

こ
と
は
、
林
業
関
係
者
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

５
．
お
わ
り
に 

 

従
来
、
日
本
の
林
家
の
収
入
源
は
、
木
材
を
中

心
と
し
た
林
産
物
が
中
心
で
あ
っ
た
。
森
林
の
持

つ
国
土
保
全
機
能
に
対
し
て
は
、
林
家
に
何
の
補

償
も
な
い
。
保
安
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
施
業
の

制
約
の
代
償
と
し
て
固
定
資
産
税
の
免
除
が
あ  

 

る
が
、
森
林
の
公
共
的
機
能
に
対
す
る
国
民
の
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
。 

国
民
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
我
々
森
林
関

係
者
は
も
っ
と
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
森
林
管
理

士
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

近
年
、
地
球
温
暖
化
問
題
が
人
類
最
大
の
課
題

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
温
暖
化
ガ
ス
削

減
が
至
上
命
令
と
な
っ
た
。 

森
林
の
持
つ
二
酸
化
炭
素
吸
収
・
貯
留
量
を
森

林
資
源
と
し
て
捉
え
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と 

し
て
一
般
事
業
者
等
に
活
用
を
積
極
的
に
呼
び

か
け
、
森
林
組
合
は
、
組
合
員
の
森
林
の
持
つ
二

酸
化
炭
素
吸
収
貯
留
量
を
把
握
し
、
地
域
の
事
業

者
と
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
仲
介
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

５
月
１
５
日
ま
で
の
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
申
請
に
既
に
５
件
の
申
請
が
あ
り
、
Ｊ
―
Ｖ

Ｅ
Ｒ
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
森
林
組
合
も

他
者
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
一
日

も
早
く
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

そ
の
た
め
に
も
「
適
正
な
森
林
管
理
」
の
専
門

家
で
あ
り
、
二
酸
化
炭
の
吸
収
・
貯
留
量
計
測
の

専
門
家
を
養
成
し
、
各
森
林
組
合
に
少
な
く
と
も

１
人
以
上
の
森
林
管
理
士
を
確
保
す
る
こ
と
が



望
ま
れ
る
。 

 
日
本
の
森
林
が
、
今
後
、
国
際
社
会
で
二
酸
化

炭
素
吸
収
・
貯
留
機
能
が
十
分
に
果
た
し
て
い
る

こ
と
の
認
識
を
得
る
た
め
に
は
、
「
適
切
な
森
林

経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
」
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

そ
の
た
め
に
は
、
若
者
が
将
来
に
希
望
と
夢
を

持
っ
て
林
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
な
、
林
業
の
経

営
環
境
の
改
善
と
農
村
社
会
の
再
構
築
が
必
要

で
あ
る
。 

若
者
が
喜
ん
で
森
林
に
入
り
、
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
と
林
業
経
営
が
同
時
に
成
り
立
つ
時
代

が
間
近
に
来
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
こ
の
稿
を

閉
じ
ま
す
。
（
元
栃
木
県
林
業
普
及
指
導
員
・
Ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｃ
専
門
審
査
員
） 

 

 

森
林
管
理
士
の
今
年
度
の
養
成
講
座
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
次
表
の
通
り
で
す
。 

問
合
せ
先 

〒
３
２
０-

０
０
３
６ 

栃
木
県
宇
都
宮
市
小
幡
２
―
４
―
５ 

電
話
０
２
８-

６
２
５-

２
７
１
９ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
樹
木
育
成
研
究
会 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
u
m
o
k
u
.
n
e
t
 

 

                         

全
国
森
林
組
合
連
合
会
発
行 

月
刊
「
森
林
組
合
」
№
４
６
９ 

平
成
２
１
年
７
月
号
２
２
頁
〜
２
５
頁
抜
粋 

【平成 21 年度森林管理士養成講座（学科）日程表】


